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第 1章 雇用環境の変化と特徴 
 第 1節 労働経済の推移 
   1-1  一般経済と雇用動向 
     1-1-1 一般経済 
     1-1-2  雇用動向 
    1-2 賃金、労働時間の動向 
     1-2-1  賃金の動向 
     1-2-2  労働時間の動向 
 第 2節 就業構造の変化 
    2-1  就業者数、雇用者数の推移 
    2-2  産業構造、職業構造の推移 
     2-2-1  産業別・職業別就業構造の推移 
     2-2-2  地域における就業構造 
    2-3  女性就業構造の変化 
     2-3-1  就業状態の変化 
     2-3-2  就業構造の地域間比較 
     2-3-3  女性の地域別雇用特性 
第 2章 男女雇用にもとづく地域生産モデル 
 第 1節 分析データについて 
 第 2節 各種生産関数の応用 
     2-1-1  男女別管理・非管理地域生産モデル 
     2-1-2  推計結果 
     2-2-1  コブ＝ダグラス型生産関数の応用 
     2-2-2  推計結果 
     2-3-1  CES型生産関数の応用 
     2-3-2  推計結果 
     2-4-1  トランスログ型生産関数の応用 
2 
 
     2-4-2  推計結果 
第 3章 男女雇用にもとづく空間モデルの応用 
 第 1節 空間モデルの応用 
     3-1-1  女性/男性雇用比を考慮した女性賃金相互作用モデル 
     3-1-2  推計結果 
     3-2-1  女性/男性雇用比による判別モデル 
     3-2-2  推計結果 
     3-3-1  女性管理者 / 女性雇用比影響モデル 
     3-3-2  推計結果 
     3-4-1  重力モデルを応用した男女雇用相互作用指数 
     3-4-2  推計結果 
     3-5-1  東京の中枢管理機能に対するポテンシャルモデル 
     3-5-2  推計結果 
第 4章 地域生産モデルと空間モデルの推計結果の総合的考察 
おわりに 
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(1) 第 2 章では、男女別管理・非管理地域生産モデル、コブ＝ダグラス型生産関数、CES
型生産関数、トランスログ型生産関数に応用し、推計を試みた。このうち有意な推計結果
となったのは、男女別管理・非管理地域生産モデルであった。 


























































2007 年、2012 年の 3 時点とも決定係数がそれほど高くなく、東京の集積規模および時間











 第 1 章第 2 節でまとめた女性の地域別雇用特性と有意であったモデルでの推計結果との
関係性について、一部関係性をみることができたが、大きな特徴をみることができなかっ
たことから使用する変数の再検討および連続したモデルでの推計が必要である。 
また、有意と考える女性/男性雇用比を考慮した女性賃金相互作用モデル、女性/男性雇用
比による判別モデル、女性管理者/女性雇用比影響モデル、重力モデルを応用した男女雇用
相互作用指数についてさらに時系列分析を行い、その有効性を高めていきたい。 
